
資料２

令和８年１月29日
高 齢 者 支 援 課

～受講した小学生の声～

小学生向け認知症サポーター養成講座の
開催報告



日 時：令和８年１月６日（火）

場 所：練馬区役所交流会場

講 師：桜台地域包括支援センター長

参加者：子ども８名、保護者６名、

見学者12名

※小学生向けの講座の組み立てなどを勉強するため、

地域包括支援センターの職員が見学に来られました。

結 果：理解度（わかりやすかった）：

100％（子ども）

100％（保護者）

1 開催概要

練馬区内の全小学校にチラシのデータを送付し参加者を募集 2



２ 小学生向けのカードゲーム

N-improを小学生向けにアレンジして実施

講師お手製の「 Y E S」  
「 N O」カードにより、
参加型の講座となった。
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３ 今日からカード

学びを「次」に活かすためのカード

今日から、

「おじいちゃんに、
優しくします」

「困っている人がいたら
声をかけます」

「認知症の勉強を
がんばります」
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・ （認知症のおじいちゃんが）元気が無くなることに心あたりがあり、最近も

あまりお出かけしなくなった。みんなで買い物に行っても車で待っている

ことが多い理由はこれか！！と思ったので、べんきょうしたことをいかし

ておじいちゃんをささえていきたいと思った。

・ 認知症の人は、みんながやさしくせっすると進行をおくらせられる。

・ 認知症の人はいろんな事を不安に思ってるから優しく接してあげれば良くな

るということ。

・ 認知症の方々にはやさしくせっし、見守ったり助けをすることが大切なんだ

   と改めて思いました。これから、小さな認知症サポーターとしてささえてい

   きたいです。

４ アンケート結果 ～子ども～

子どもへの教育 ⇒ 認知症にやさしいまちづくりへの一歩 5



・ いろいろな障がい者がいるだけでなく、いろんな高齢者もいることを考

えさせられる内容だった。これをきっかけに今以上に心のバリアフリー

   が広がることを願っています。

・ 低年齢にもわかりやすい内容でした。これから支えていく人達の割合が

   減っていく社会でこのような講座は大切だと思いました。

・ 声かけの対処方法など具体例があってわかりやすかったと思います。あ

   りがとうございました。

・ 子どもに認知症について少しでもわかってもらえたと思う。

・ 親子共々、良いきっかけになったと思い感謝しています。これから

認知症について親子で話していけたら良いなと思います。 

５ アンケート結果 ～保護者～

親子を対象にすることで、親世代の理解も深まる（親への波及効果） 6
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